
保健医療福祉行政論演習 目標到達度 

 

 達成できた ほぼ達成できた 不十分な達成 達成できたとはいえない 

1．立案した保健事業計画

と、国や地方自治体の保

健医療福祉計画や自治体

の総合計画との関連を説

明することができる。 

（A-1） 

国や地方自治体の保健医療

福祉計画や自治体の総合計

画の概要を把握し、立案した

保健事業計画に関連する計

画や位置づけを説明するこ

とができる。 

国や地方自治体の保健医療

福祉計画や自治体の総合計

画の概要を把握することは

できるが、立案した保健事業

計画に関連する計画や位置

づけについては、部分的に助

言を要する。 

国や地方自治体の保健医療

福祉計画や自治体の総合計

画の概要を調べることはで

きるが、立案した保健事業計

画に関連する計画や位置づ

けについては、かなりの助言

を要する。 

国や地方自治体の保健医療

福祉計画や自治体の総合計

画の概要を調べることがで

きず、立案した保健事業計画

とこれらとの関連づけがで

きない。 

2．市町の既存の保健事業

や、地域特性をふまえて、

健康課題の解決に向けた

保健事業を立案すること

ができる。（A-1） 

市町の既存の保健事業や、地

域特性をふまえて、健康課題

の解決に向けた保健事業を

立案することができる。 

市町の既存の保健事業や、地

域特性を把握できるが、健康

課題の解決に向けた保健事

業の立案に活用するために

は、部分的に助言を要する。 

市町の既存の保健事業や、地

域特性を調べることができ

るが、健康課題の解決に向け

た保健事業の立案には、かな

りの助言を要する。 

市町の既存の保健事業や、地

域特性を調べることができ

ず、健康課題の解決に向けた

保健事業を立案することが

できない。 

3．健康課題に対して、根

拠に基づく目標設定を

し、予防のレベルに応じ

た対象者の選定、地域特

性をふまえた事業内容お

よび評価方法を考えるこ

とができる。（A-1） 

健康課題に対して、根拠に基

づく目標設定をし、予防のレ

ベルに応じた対象者の選定、

地域特性をふまえた事業内

容および評価方法を考える

ことができる。 

健康課題に対して、根拠に基

づく目標設定をし、予防のレ

ベルに応じた対象者の選定、

地域特性をふまえた事業内

容および評価方法について

は部分的に助言を要する。 

健康課題に対して、根拠に基

づく目標設定を試みること

ができるが、予防のレベルに

応じた対象者の選定、地域特

性をふまえた事業内容およ

び評価方法については、かな

りの助言を要する。 

健康課題に対して、根拠に基

づく目標設定が試みること

ができず、予防のレベルに応

じた対象者の選定、地域特性

をふまえた事業内容および

評価方法を検討できない。 

4．報告・発表することに

より、プレゼンテーショ

ン能力およびコメント等

への対応能力を高めるこ

とができる（A-1） 

聞き手に伝わるように、資料

作成や話し方に工夫ができ

る。また、質問や意見に対し

て自分の考えをわかりやす

く伝えることができる。 

聞き手に伝わるように、資料

作成や話し方に工夫できる。

また、質問や意見に対して、

概ね自分の考えを伝えるが

できる。 

聞き手に伝わるように、資料

作成や話し方に工夫を試み

ることができるが、助言を要

する。また、質問や意見に対

して、自分の考えを伝えるに

は助言を要する。 

聞き手に伝わるように、資料

作成や話し方に工夫を試み

ることができず、質問や意見

に対して、自分の考えを伝え

るには、かなり努力を要す

る。 

 


